
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 ４月９日(木)に入学式が行われました。今年度の新入生は２７人。厳粛な雰囲気の中、緊張した面 

持ちで体育館に入場していましたが、入学式とその後のホームルームを終えた新入生は皆明るい笑 

顔で記念撮影を行いました。さくらの花びらが舞い、花までが新入生を祝っているようでした。これ 

からの成長と活躍に期待したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 入 学 式 

◎ 遠 足 

学校通信 第４９号 （通算 13５号） 

新 年 度 ス タ ー ト 

吉賀高等学校校長 齋藤雅典 

４月９日に２７人の新入生を迎えて入学式を行いました。新入生の宣誓は、無難に終えようとい

うような消極的な思いとは対極にあるすばらしい宣誓でした。３年間をこのように過ごすのだとい

う決意を聞いていて、私たちにはこの思いをしっかりと受け止めて育てていく責任がある、そのよ

うに感じました。 

１０日には、部活動の終了時間に合わせた吉高発 

デマンドバスの運行が始まりました。同じ町内とは 

いえ、かなりの遠距離を通学している子ども達がた 

くさんいます。運行の実現にご努力いただいた皆様 

に心よりお礼を申し上げます。 

また、週末には、男子バレーボール部（中国大会 

県予選）、ソフトテニス部（ショーワ杯団体戦）、 

サッカー部（島根県サッカー選手権大会益田支部予 

選）が試合に出かけています。さらに、１１日の夜 

には、同窓会長の呼びかけによる吉賀高校支援の打 

合会が行われました。行政、議会、PTA、吉高応援 

隊、地域、同窓会からおよそ十人の方が集まられま 

した。熱い議論の後、議論に終わるのでなく、次の動きをすぐに始めようというお話を伺っていて、

私は大いに励まされました。大変有意義な会でした。 

このようにして吉賀高校の平成２６年度が動き出しました。４月から６人の教職員が新しく吉賀

高校の仲間に加わっています。吉賀高校は小さな学校です。それだけに、生徒も教職員も一人ひと

りが、いろいろな場面で自分の役割をもち、吉賀高校 

の活動の一翼を担っています。生徒と教職員のおよ 

そ３分の１が入れ替わり、不安や戸惑いがないわけ 

ではありません。しかし、その思いは乗り越えるべ 

きものです。過去の成功の経験に頼っていては成長 

のチャンスを逃してしまいます。新たな挑戦の中で 

こそ人は成長する、そのことをもう一度自覚しなけ 

ればなりません。 

新入生の思いを受け止め、新しいメンバーとと 

もに地域から信頼される吉賀高校をつくっていく 

活動が始まりました。今年度も、ご激励とご支援 

をいただきますようお願いいたします。 

 

  

島根県立吉賀高校 〒699-5522 鹿足郡吉賀町七日市 937  
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誠 HP アドレス http：//ｗｗｗ.shimanet.ed.jp/yoshika/ 

デマンドバス運行の様子 

生徒にとってなくてはならない存在です。    

授業の様子 

落ち着いて一生懸命取り組んでいます。 

＜２年生＞２年生は１，２組合同で広島県廿日

市市の宮島へ行きました。フェリーで宮島へ渡

り、世界遺産の厳島神社を参拝しました。自由

行動の時間は、名物のもみじまんじゅうや焼き

ガキを食べたり、鹿とたわむれたりして、リフ

レッシュできたようです。 

＜３年生＞風は穏やかで見事に晴れ渡り、まさ

に遊園地向けの遠足日和でした。生徒たちはス

リル満点のザターンというコースターや水し

ぶきが涼しい惑星アクアなど多くのアトラク

ションに満足しているようでした。 

４/２３(水)に、２年生は宮島(広島)、３年生はスペースワールド(福岡)に行きました。ちな

みに１年生は、学校でスタディーサポート(模試)を実施しました。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進藤 綾  [英語] 

このたび三刀屋高校から赴任して参りました。石見の雰囲気に懐かし

さを感じながら、日々過ごしています。吉賀高校は豊かな自然に囲まれ、

地域の方々に支えられて、本当に素敵な学校だなと感じています。分か

らないところもたくさんあるので、みなさんに支えてもらいながら共に

成長していけたらと思います。よろしくお願いします。 

俵 伸之 [教頭] 

新任の教頭として参りました。日本一の過疎町と言われていた匹見町

で生まれ、高度成長期の頃に育ちました。私の原点は、友達が少しずつ

減り、廃屋が増えていくという故郷の風景です。吉賀高校に来て、そう

した流れに何もできなかった、しなかったことの意味を強く感じていま

す。今の吉高の教育に精一杯取り組んでいきたいと思っています。 

又賀 智和  [理科] 

小学生の頃ですが蔵木小学校にいたことがあります。その時の記憶が

今でも強く残っていて、家族でよくこの吉賀の地にドライブに来たりし

ていました。そんな場所に赴任できてとてもうれしく思っています。理

科の担当としての赴任ですが、吉高生の理科力向上に努めたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

宮崎 弘幸  [数学] 

今年度から週に３回のペースで数学を教えることになりました宮

崎です。３月までは匹見中学校に勤務していました。中学生と高校

生の違いに戸惑うこともありますが、少しでも皆さんの数学の学習

の手助けができるように頑張ります。どうぞよろしくお願いします。 

※お知らせ 保健室について 

５月から保健室担当者が代わります。篠原寛子先生には、年度当初より４月からの１か月間という

ことでご勤務頂きました。５月からは石川加奈恵先生が保健室に勤務いたします。何卒よろしくお願

いします。（編集者より） 

編集後記：編集する部屋から中庭のチューリップが見えました。あまりにもきれいなので見

とれてしまいましたが、考えてみるとこの美しい花も手をかけなければきれいにならないん

ですよね。ということは、だれかが人知れず世話をしてくれているのでしょう。見えない部

分を支えてくれる人たちにも感謝しないといけないとあらためて思いました。(担当 総務部) 

 

 

                                    担当 総務

岸 吏  [事務部] 

妻と息子と３人で出雲からやって来ました。前職場は、各市町村へ

の出張が多いところだったのですが、吉賀町へ来るのは今回が初めて

です。住んでまだ一か月ほどですが、皆さん優しい方ばかりで、自然

豊かで過ごしやすいため、すぐに馴染んでいけそうです。吉賀高校の

ために一生懸命頑張りますのでどうぞよろしくお願いします。 

＜男子バレー＞ 

【中国大会予選】4/1１(金)-カミアリーナ(出雲)- 

予選グループ戦 

吉賀 2－0 大    田(25-8,25-19)  

吉賀 1－2 情報科学(17-25,25-17,17-25) 

目標のベスト 8 まであと一歩のところで敗れ、大変悔しい思い 

をしました。この悔しさを忘れずに総体に向けて頑張っていきます。 

＜ソフトテニス＞ 

【平成 26 年度ショーワ杯団体対抗ソフトテニス大会】4/13(日)-松江市総合運動公園- 

   1 回戦  ０－３ 岡山南 B 

【平成 26 年度山陰ソフトテニス選手権大会（個人戦）】4/１９(土)- 松江市総合運動公園- 

1 回戦  兒玉・桑原 ０－４ 出雲高校 

【益田市春季ソフトテニス大会（個人戦）】４/20(日)-益田運動公園- 

  道面・桑原 第 3 位   兒玉・正中 ベスト８ 

部員も 9 人となり、練習中の掛け声も一段と大きくなりました。 

5 月の総体地区予選、6 月の総体に向け、うまく調整していきた 

いです。 

＜サッカー＞ 

【天皇杯予選】４/１３(日) -島根県立サッカー場- 

吉賀高校 ０ － ３ 紫逅倶楽部 

今年度最初のゲームだったが、社会人との慣れ 

ないゲームに選手は少し戸惑っていた。相手のペー 

スにはまってしまい、完敗の内容だった。総体に向 

け、まとまっていきたい。雨の試合だったが、地域、 

保護者の多くの方に応援に来てもらい、大変感謝し 

ています。 

◎ 部 活 動 ◎ 新 任 者 紹 介 

＜陸上＞ 

【益田陸上競技大会】４/２０(日) –益田陸上競技場- 

 高校男子砲丸投：９ｍ６８ [3 位入賞] 

植村 聖也   

 一般高校男子 100ｍ予選：1３秒 60 

井上 雄大 

更なる好記録を狙いたいところであった。 

入賞ができたのは喜ばしい。 


